
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

属性が近い人どうし

集めてからアイコトバで分けるとバランス good! 

場リスタ＠犬山 養成講座 

場 
リスタ／ＢＡＲＩＳＴＡ 

 コンセンサス 知恵を集める「会議術」 

2 月 2日（日）の夜、犬山市役所で「場リスタ(場づくりマスター)養成講座」

第２回を開催。参加者は、受講生に事務局スタッフもあわせて34名でした。 

この日のテーマは「知恵を集める会議術（コンセンサス）」。まずは、受講生

2 人のアイスブレイクで和んだあと、アイコトバ法を使って 5 つのグループに

分かれ、「合意形成の大切さを学ぶシミュレーションゲーム」を行いました。 

休憩をはさんで後半は、KJ 法を学ぶグループワーク。話し合いや対話の場で

の困りごとを、「参加者として」、「運営者として」の両面から抽出整理したあと、

その中から、「とくに聞いてみたい質問」トップ 3を選び、他のグループがその

問い対する回答・助言を考える相互コンサルティングをして発表しました。 

 

 

 １．あいさつ＆前回のふりかえり 

２．今夜のアイスブレイカー 

３．グループ分け 

４．合意形成シミュレーションゲーム 

５．グループワーク 
「対話の場づくり。質問箱」 
～課題解決コンサルティング」 

プログラム 

 
今夜のアイスブレイカー １ 

 

合意形成シミュレーションゲーム ３ 
 

受講生 2人によるアイスブレイク。カラダもココロも和んで笑顔いっぱい 

合意形成で大事なこと！ 

十分に納得するため、しっかり話し合う！ 

自分の判断に固執しすぎて、他の人を 

言い負かすためのあげつらいはしない！ 

多数決や平均点の算出など、安易な 

方法や葛藤を避ける方法はしない。 

結論を急ぐあまり、安易な妥協はしない 

少数意見は決定の妨げでなく考え方の

幅を広げてくれるもの。尊重しよう！ 

論理的な思考だけでなく、メンバーの  

気持ちやグループの動きにも配慮しよう！ 
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月に不時着してしまった宇宙船の乗組員が、生き残るために必要な道具の

優先順位を考えるゲーム。チーム対抗で挑戦！グループで話し合うことで、

多面的な見方ができ、より良い結果にたどりつくことを実感しました。 

2 月 2日(日) 18:00～21:00 犬山市役所にて 
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グループ分け ２ 
 

メンバーを事前に分けて

おくか、その場で分けるか？

メリットデメリットを考えたうえ

でふさわしい方法を！ 

話し合いの流れ 話し合いは、①前提の共有→②アイデア 

の発散→③収束（意思決定）→④結果の共有、という流れ。 

★前提共有や発散の広がり・深さによって、収束の仕方が違ってくる。 

★収束の際に、意思決定の「基準」を明確にすると、まとまりやすい。 

★最後の結果共有が大事！結果を確認し、今日やったことにどんな 

意味があって、次回までに何をどうするかまで共有！積みあがる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「振り出し!」決まりかけたのに話を戻す人! Q 

受動的な人に積極的に発言してもらうには？ 

・KJ 法でみんな発言、貼り出し 

・グループの役割に声掛け役を 

・褒め、拍手、「ありがとう」 

A 
Q 

・年齢・価値観・収入を書いてもらいシャッフルしてその立場で発言 

・カード（年・価値・収入など）を用意しておき、立場で発言 

A 

Q 

組長がやってきた！ 

・組長にアイスブレイカーになってもらう 

・組長も孤独。みんなの意見も聞いてみたい（はず）

（音量を上げていく） 

Q 

A 

・意見を「見える化」する 

・前提条件、「振り出し禁止！」

のルールを見えるようにあらかじ

め貼っておく！ 

A 

年齢・価値観・収入が違いすぎる

人達の意見をどうまとめるか？ 

盛り上がっても下がっても、結局まとまらない！ 

・時間配分。「まとめる時間帯」を設ける。 

Q 
A 

暴走人間を止めるには？ 

・ハード的解決！（タイマー、ベルの活用） 

・ルールで解決！（発言時間を決める） 

・暴走には暴走を！（同じ程度の暴走者を同じグループにする） 

Q 
A 

話し過ぎる人、話さない人のバランスをどう取る？ 

・話し過ぎる人には、制限時間を！ 

・話したくない人は話さなくても OK という雰囲気をつくる！ 

・みんなに書いてもらう。それで出してもらう 

A 
Q 

意見のぶつかり合いを避ける空気をどう解消する？ 

・クールダウン 

・アイスブレイク（体を動かす） 

・何でも OK!と促す 

・反対意見は考えの幅を広げてくれると伝える 

Q 
A 

グループワーク「対話の場づくり。質問箱」～課題解決コンサルティング」 ４ 
 

ひとこと 
アンケート 
より 

グループごとに、KJ 法を使って、話し合いや対話の場での困りごとを、「参加者として」、「運営者として」の両面からアイデア出し

整理したあと、「とくに知りたい質問」3 つを選び、他グループが解決方法やヒントを考え、お互いに発表し合いました！ 


